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会計情報システム と
複雑適応系に関する0考察
荒 井 義 則
1.は じ め に
本論文では,会 計情報 システムが複雑適応系であることを示 し,そ の特性
1)
を考察する。前稿 「会計情報 システム と複雑系に関する一考察」では,会 計
情報 システムが複雑系であることを示 し,そ の発展 を考察 した。複雑系 と複
雑適応系は,概 念的には異なった ものであるが,密 接な関係 を持つ と考えら
れるので,本 稿において も複雑適応系 としての会計情報 システムを考察する。
2.複 雑 系 と複雑適応系
複雑系について も複雑適応系について もい くつかの定義があ り,し たがっ
て両者の相違を考察するのはそう単純ではないが,ど のような立場 において
も,複雑系はその系の複雑 さその ものを問題にしているのに対 して,複 雑適
の
応系は情報の処理の しくみに着目してその系 を考察するものである。
ここでは,複 雑適応系について考察する。マレー ・ゲルマンは複雑適応系
について,地 球上の生命 の起源,生 物の進化,生 態系のなかでの生物の行動,
75
哺乳動物の免疫 システムの働 き,動 物(人 間を含む)の 学習 と思考,人 間社
会の進化,金 融市場における投資家の行動 などの過程で共通する特徴がある
として,「それぞれの複雑適応系が,自 らを取 り巻 く環境 と,自 分 とその環
境 との相互作用に関す る情報 を得て,そ の情報のなかに規則性 を見出す こと,
そしてそれ らの規則性 を一種の 『スキーマ』あるいはモデルへ と圧縮 し,そ
のスキーマをもとに現実の世界で行動することである。 どの場合で も,さ ま
ざまなスキーマが競 い合ってお り,現実の世界での行動の結果がフィー ドバ
3)
ックされて,こ れ らの スキーマ間 の競合 に影響 を与 える。」 と述 べ ている。
また,ジ ョン ・ホラ ン ドは複 雑適応系 についてマ レー ・ゲル マ ン とは別 の
　レの
定 義 を与 え て い る。 ジ ョ ン ・ホ ラ ン ドの 定 義 に よ る と,複 雑 適 応 系 と は多 数
の 「適 応 的 工 一 ジ ェ ン ト」 か ら な る シ ス テ ム で あ り,以 下 に 述 べ る4つ の 属
性 と3つ の メ カ ニ ズ ム を持 つ シ ス テ ム で あ る。4つ の 属 性 と はy
① 集 合 的 特 性(aggregation)
② 非 線 形 性(non-inearity)
③ 流 れ(flows)
④ 多 様 性(diversity)
で あ り,3つ の メ カ ニ ズ ム と は,
① 標 識 化(tagging)
② 内 部 モ デ ル(internalmodels)
③ 積 木(buildingblocks)
y}
であ る。
「集合的特性」 とは,シ ステム を構成 す る多数 の適応 的工 一 ジェ ン トが関
与 し合 うこ とに よって生 じる集 合 の特性 であ る。 また,「流 れ」 とはエー ジ
ェ ン ト間 の情 報 の流れ であ り,「標識 化」 とは集合 体 の形 成 を促 進 す る一種
の標識 で あ る。 「内部 モ デル」 とはマ レー ・ゲルマ ンの複 雑適応 系 にお ける
「スキーマ」 にあた る もので,こ れ に よ り複 雑適応 系 はさ まざ まな変化 に も
適切 に応 じ,一一貫性 を保 って い る。 「積 木」 とい うメ カニズム は,エ ー ジェ
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ン トがさまざまな行動 を起 こす際によ く使われ るような行動を構成要素 とし
て とってお き,そ れを積木のように組み立てて使 うことがで きることを意味
]0)
してい る。
なお,ジ ョン ・ホラ ン ドの複雑 適応 系 にお ける 「適応的 工一 ジェン ト」 は
マ レー ・ゲルマ ンの複雑 適応系 に等 しい と考 え られ る。 すなわち,マ レー ・
ゲルマ ンの複雑適応 系が多数集 まった シス テムが ジ ョン ・ホラ ン ドの複雑適
ll)
応系である。
複雑適応系は情報の処理 に注目した概念なので,情 報 を扱 う会計情報 シス
テムに適用す るにはふさわ しい概念である。
3.会 計情報 システム
　　ラ
前稿 で は会計情報 システムの概念 を次の よ うに考 えた。
1.コ ンピュー タを中心 とす る情報通信技術 を もとに した情報 ネ ッ トワー ク
であ るこ と。
2.意 思決定 を支援 す るシステム を含 み,意 思 決定 者お よび意思決定 グルー
プに有用 であ るこ と。
3.意 思決定者 ない し意思 決定 グルー プのデー タに対応 す る応答 を扱 うフィ
ー ドバ ック機構 を持 つ こ と。
4.意 思決定者 ない し意思決定 グルー プ も重要 な要素 の1つ で ある こと。
5.シ ステムの運用,保 守 お よび改良 をす る システム要員 も重要 な要素で あ
る こと。
6.ハ ー ドウェア,ソ フ トウェアの新 しい技術 や会計情報 シス テム論 お よび
会計学,情 報 理論,行 動科学 な どの関連 諸科学 の新 しい成 果 を取 り入れ る
こ とが可能 な オー プ ンシステムであ る こと。
7.ハ ー ドウェア,ソ フ トウ ェアお よび人 的資源が有機的 に結 びつ け られ て
い るこ と。
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本論文で も同様 に考 えるが,こ の場合構成要素 はハー ドウェア,ソ フ トウ
ェア,人 間の3つ となる。人間の中には意思決定者ない し意思決定 グループ
が属するわけであるが,こ れらには内部 と外部の二種類が存在する。外部 の
意思決定者ないし意思決定 グループ としては,例 えば株式市場 における投資
家などが考えられ るが,株 価の形成 を通 じて企業に影響 を及ぼすので,会 計
情報 システムの重要な要素 と見なす ことも可能であるが,一 方で企業 に対す
る環境 と見なし,株 価への影響 についても環境か らの影響 と見なすことによ
り,会計情報 システムの外側 に(環 境 として)お くこともできる。 どち らの
立場で も考察 は可能であるが,こ こでは会計情報 システムの外側 にお く立場
をとることにする。すなわち,構 成要素 としての人間は,シ ステムの保守,
運用,改 良にあたるシステム要員 と内部に存在する意思決定・者ない し意思決
定グループということになる。
4.複 雑適応 系 と しての会計情 報 システム
会計情報 システム全体 を考 える前 に,コ ンピュータが マ レー ・ゲルマ ンの
複雑適応系 とな りうるか どうか考察 しよう。 ゲル マ ンは 「コンピュー タは複
雑適応 系 として機能 す る ことがで きる。ハ ー ドウ ェア をそ う働 くように設計
す るか,ふ つ うのハー ドウェアを もつ コンピュータ を学習 す る,適 応 す る,
あ るい は進化 す るよ うにプログラムす るのであ る。 これ まで この よ うな設計,
あ るい はプログラムの多 くは,何 らかの生 きてい る複雑適応 系の働 きを簡 易
13)
化 して,そ れ を まね る こ とで作 られて い る。」 と述べ て い る。 そ して 「コ ン
ピュー タ複雑適応系 として よ く知 られてい る ものの1つ がニ ュー ラル ネ ッ ト
14)
で,ソ フ トウェア とハ ー ドウェアの どち らで も実行 で きる。」 と例 を挙 げて
い る。
一方,会 計情報 システム に関連 して,南 澤 は 「道具で あ るコ ンピュータの
性能が随分良 くはな ったが,現 在 お よび近 い将来 の段 階で は まだ まだ未発達
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の ものであるということ。」 と述べ,さ らに 「経営の意思決定 といった社会
的,経 済的,人 間的要素等 も大 きく含んだ複雑な意思決定 ということになる
と,ま だ まだ到底人間にはかなわない(自 動制御のように限 られた,し か も
物理的な面 においては現在で も自ら情報を検出 し,判 断,意 思決定 を行った
16}
上,制 御行動 さえ して しまう場合 があ るが)。」 と述 べて いる。
すなわち,現 在 お よび近 い将来,コ ン ピュー タが経営 の意思決定 を行 うと
いった こ とは不可能 で あ り,あ くまで も意 思決定支援 システム として機能 す
る とい うこ とであ るが,レ ベル は異 な るにせ よゲルマ ンの言 うように自 らス
17),18)
キーマ を変更 す るコンピュー タが存在 す るし,最 近 の 「エ ージ ェン ト 技術 」
の進 歩 を考慮す る と,経 営意 思決定 とは異 なった レベ ルでの複 雑適応系 とし
ての コン ピュー タを考 えるこ とは可能 で あろ うし,本 論 文 にお いては,会 計
情報 シス テム にはシステム を運 用,保 守,改 良 す るシステム要員 も含 めて考
えてい るので,コ ン ピュータ 自身 にはスキーマ を変更 す る能 力がな くとも,
人間 に よって ソフ トウェアを変更 す る ことな どに よ りスキーマ を変 更す る こ
とが で きるので,コ ンピュー タ自身 は複雑適応 系 になれ な くて も,シ ス テム
要員 とコンピュー タか らなる系 はゲル マ ンの言 う複雑適応 系 あ るいは適応 的
工 一 ジェ ン トとな る こ とは可能 で あ る。 ゲル マ ンは この よ うな システム を
19)
「人間 がルー プの中 にい る」複雑適応系 と呼 んで いる。
コン ピュー タについて考察 したので,次 は会計情報 システム全体 について
考察 す る。 会計情 報 システム をマ レー ・ゲル マ ンの複雑適応 系 と見 る こと も
可能 であ るが,こ こで は会計情報 システムが ジ ョン ・ホ ラン ドの複雑適 応系
となってい る ことを示す。会計情報 システム にお いて適応的 工一 ジェ ン トと
な りうるのは コンピュー タ(ハ ー ドウェア,ソ フ トウェア)と 人 間(シ ステ
ム要員,内 部 の意思決定 者 ない し意思決定 グルー プ)で あ る。
(1)集合的特性
20)
会計情報 システムの集合的特性 は 「高度 な経営意思決定 」で ある。簡単 な
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意思決定であれば,コ ンピュータがな くとも可能であろうが,複 雑で高度な
経営意思決定 においては,コ ンピュータによる意思決定支援 システムは不可
欠である。会計情報システムに属す る適応的工一ジェン トが有機的に結びつ
いてこそ高度な意思決定 をより正確 に下す ことがで きる。
② 非 線 形 性
前稿懲 は非線形1生を示すのに 「入力と出力のあいだに線灘(入 力と出力
の間における一義的な決定性やある種の比例性)を もたない柔軟で多義的な
反描 という定義を用いて非線形性 を示 したが,こ こでは別の面か ら考察す
る。
線形システムの特徴の1つ は重ね合わせの原理が適用で きることである。
システムを構成要素 に分解 し,ひ とつひとつの要素の振 る舞いを求めて,そ
の後それらをすべてた し合わせればシステム全体の振 る舞いがわかるとい う
のが線形 システムの特徴である。それでは会計情報 システムではどうであろ
うか。(1)でも述べた とお り,会計情報 システムでは各構成要素が有機的に結
びついて初めて高度な意思決定が可能である。各要素をバラバラに分解 して
しまえば,高 度な意思決定 とい う概念 自体 も消えて しまう。その意味では,
会計情報 システムにおける意思決定 は創発的な性質である。 したがって,会
計情報 システムは非線形なシステム と考えられる。
(3)流 れ
現在では,会 計情報 システムは業務統合型会計情報 システムの段階に達 し
23)
て いる。 この システムで は,情 報 は各業務 システムか ら独立 した取 引 デー タ
ベー スに保 存 され,各 業務 システム はこの取 引デー タベー スか らデー タを引
き出す ことにな る。会計情報 システム もまず この取 引 デー タベ ースか らデー
タを引 き出 し,加 工 して意 思決定 に役立 つ情報 として意思決定者 ない し意思
決定 グループ に提供 され る。意 思決定者 ない し意思決定 グループのデー タに
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対する応答のフィー ドバ ック情報が コンピュータシステムに伝 えられる。意
思決定 の過程 における情報の流れはこのようになっているが,各 過程でシス
テム要員がかかわるのは明 らかである。
意思決定の情報の流れ とは別に,ハ ー ドウェアや ソフ トウェアを改良する
ための情報 も会計情報 システムに入力 され るが,こ れは取引データベース以
外か らの入力が主で,シ ステム要員が情報を集収 し,シ ステムの改善をはか
ることになる。大規模 な改善にはかな りの予算が伴 うので,企 業経営者等の
意思決定が必要 となる。 これがシステムを改善,発 展するための情報の流れ
である。
このように,会 計情報 システムにおける情報の流れは二種類 となる。
(4)多 様 性
会計情 報 システム を構成 す る適応 的工一 ジェ ン トはコン ピュータ(ハ ー ド
ウェア,ソ フ トウェア)と 人間(シ ステム要員,意 思決定者)で あ り,構 成
要素 は多様 であ る。
(5)標 識 化
集団の形成 を促進す る具体的な標識 は存在するとは限 らないが,会計情報
システム という概念 自体が集団の形成 を促進 していると考 えられる。 この よ
うな概念があるからこそ,会 計情報システム とい う集団が成立 しうるのであ
る。 その意味では具体的な標識(例 えばバ ッジや旗)で はないが,こ れ を標
識化 と考えてよいのではないか。具体的な旗ではないが,「会計情報 システ
ム」 という旗の下 に構成要素が集 まると考 えればよい。
⑥ 内部モデル
内部 モデル(ス キーマ)に 関 して はs各 適 応工 一ジ ェン トによって異 な る
と考 えられ る。
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意思決定者ないし意思決定グループの内部モデルは,提 供 された情報 をも
24}
とに して経 営意 思決定 を下す方法論 であ る。 これ らは下 した意思 決定 の善 し
悪 しに よ り変更 を受 ける。
システム要員 の内部 モデル はハー ドウェアや ソフ トウェアの技術,会 計情
報 システム論 お よび関連諸学 科の知識 といった ものが 内部 モデル とな る。 こ
れ らの技術 や学問 の進歩が取 り入 れ られ,内 部 モデル は変 更 され てい く。
コ ンピュータ(ハ ー ドウェア,ソ フ トウェア)の 場 合,シ ステム要員が変
更す る場合 には単独 で は適 応的工一 ジェ ン トになれず,シ ステム要員 と1っ
の系 として適 応的工一 ジェ ン トとな るので}内 部 モデル その もの はコ ンピュ
ー タ単独で は持 てない。適応的 工一 ジェン トとなれ る ソフ トウ ェアやハ0ド
ウェアは,そ の内部 モデル は個 々 に異 なってい る。
以上 が会計情報 シス テムの内部 モデル と考 え られ る。
(1)積 木
「積木」メカニズムに相 当するのは,シ ステム要員や意思決定者が行動 を
起 こす際に,よ く使われる行動を記憶 しておいて,そ れを組み立ててシステ
ムの運用,保 守,改 良や意思決定 を下す際に役立てようとす ることにあた る。
5.お わ り に
本論文では会計情報 システムがジョン ・ホラン ドの複雑適応系になること
を示 したが,こ れはまだ序論 にすぎず,適 用度 と適応度地形からの解析やカ
オスの縁 との関連 など,研 究すべ き点は多々あると思われる。
意思決定 という人がかかわ るシステムにおいては,複 雑系や複雑適応系の
理論がかな り有効ではないか と思われる。
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